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北海道東部の湧別川に分布するエゾトミヨ

町田善康 1, 2・髙橋　洋 3

Two specimens of Sakhalin ninespine stickleback Pungitius 
tymensis were collected from the Yubetsu River system in eastern 
Hokkaido, Japan. Morphological analysis showed that the later-
al plates of P. tymensis in the Yubetsu River were significantly 
different from those of sympatric P. sinensis. Molecular phylo-
genetic analysis of mitochondrial cytochrome b gene sequences 
revealed that P. tymensis from the Yubetsu River had unique 
mtDNA haplotypes, differing from a previous study. The haplo-
type of P. tymensis and that of sympatric P. sinensis differed by 
nine nucleotide substitutions, suggesting reproductive isolation 
between the two species. However, the haplotype of P. tymensis 
constituted the same clade with haplotypes of widely distributed 
P. sinensis, indicating that the haplotype was introgressed from P. 
sinensis. The haplotype of P. tymensis in the Yubetsu River was 
closely related to two haplotypes of P. tymensis in the Teshio 
River, suggesting that P. tymensis in the Yubetsu River spread 
from the northern part of Hokkaido and evolved independently 
since then. As this is the first report with voucher specimens of P. 
tymensis from the Yubetsu River system, it provides a basis for 
the species conservation in the area.
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 Abstract

トゲウオ科トミヨ属の一種であるエゾトミヨ Pungitius 

tymensis (Nikolsky, 1889)は，日本およびサハリンに自然分

布する（高田ほか，1984; Takahashi et al., 2016; Dyldin et al., 

2021）．日本国内で本種は，北海道の石狩川水系および道

北地域の天北原野，道東地域の根釧原野に局所分布する（石

城，1967；高田ほか，1984）．これら 3地域のエゾトミヨ

については，形態（高田ほか，1984）や行動（町田ほか，

2022），集団遺伝（Niwa, 1987; Takahashi and Takata, 2000; 

Takahashi et al., 2016）などの様々な調査が行われてきた．

一方，環境庁（1982）や財団法人 リバーフロント整備セ

ンター（2001）では，北海道東部オホーツク海側にそそぐ

湧別川水系でも，エゾトミヨを採集した記録があるが，証

拠標本は存在せず，その詳細は不明であった．そこで，本

研究では，エゾトミヨの保全のため，湧別川で採集調査お

よび湧別川産エゾトミヨ標本の形態観察と分子系統解析を

行ったので，ここに詳細を報告する．なお，本種は，環境

省レッドリストでは絶滅危惧 Ⅱ類（VU）に，北海道レッ

ドデータブックでは準絶滅危惧種（NT）に選定されてい

るため（後藤，2015；北海道，2018；環境省，2020），具

体的な採集地点については記述しない．

材料と方法
2016年 6月 14日，湧別川で 40 cm以下のたも網を用い

てトミヨ属魚類 4個体を採集した．採集した個体は，グロー

ブオイルを用いた過度麻酔によって安楽死させ，10%中

和ホルマリンで固定後，70%エタノールに置換して美幌

博物館（BIHM）に収蔵した．細谷（2013）および町田ほ

か（2022）を参考に，背棘数と鱗板数，体色に基づき種同

定した．鱗板は，0.5%水酸化カリウム溶液で体表を透明

化した後，アリザリンレッド Sを用いて染色し，双眼実

体顕微鏡（Nikon: SMZ-2T）で観察した．腹棘長，臀棘長，

最前列の背棘長，背鰭軟条直前の背棘長（DSL）について

は，ダイヤルノギス（株式会社ミツトヨ）を用いて，0.01 

mmの単位まで計測し，その他の形態形質の計測方法は，

中坊・中山（2013）に従った．なお，標本の作製，写真撮

影および固定方法は本村（2009）に準拠した．また，本研

究で使用するトミヨ属魚類の学名については，Takahashi et 

al. (2016)に従い，エゾトミヨに Pungitius tymensis，トミヨ

属淡水型に Pungitius sinensis (Guichenot, 1869)，トミヨ属

汽水型に Pungitius pungitius (Linnaeus, 1758)をそれぞれ用

いた．

採集したトミヨ属魚類（エゾトミヨとトミヨ属淡水型）
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の雌雄各 2個体（BIHM0100979–0100982），計 4個体の右

半身の筋肉は，ホルマリン固定前に分子系統解析用サンプ

ルとして，99.5%エタノールに保存した．99.5%エタノー

ルに保存した 4個体の体組織片から AquaPure Genomic 

DNA Isolation kit (Bio-Rad Laboratories社 )を用いて，DNA

を抽出した．抽出した DNAは，Takahashi et al. (2016)に

従ってミトコンドリアDNA (mtDNA)のチトクロームb (cyt 

b)の全長配列 1141bpを決定し，4個体から信頼性の高い

配列が得られた．得られた cyt b配列は，Takahashi et al. 

(2016)によって決定された 30地点，86個体のトミヨ属魚

類の cyt b配列とともに，MEGA 7 ver. 7.0.14 (Kumar et al., 

2016)を用いて，近隣接合樹（NJ）の推定を行った．系統

樹内のノード推定は，各分岐の信頼性を確定するために，

1000回の反復によるブートストラップ（BP）分析を行った．

なお，本研究で得られた mtDNA配列は，GenBank/EMBL/

DDBJに登録した（LC853221– LC853224）．

Pungitius tymensis (Nikolsky, 1889)

エゾトミヨ
（Figs. 1A–D, 2; Table 1）

標本　2標本：BIHM0100981，体長 55.73 mm，雌，BIHM 

0100982，体長 55.46 mm，雄，北海道紋別郡　湧別川，たも網，

2016年 6月 14日，町田善康・菅野貴久．

記載　計測値を Table 1に示した．体は，細長い円筒形

で，口は上向き．下顎先端は吻端よりも突出する．尾柄は，

同所的に生息する湧別川のトミヨ属淡水型と比べて太く短

い．尾鰭は円形．腹棘，臀棘は長く，背棘は短い．腹棘は，

同所的に生息するトミヨ属淡水型と比べて短く，先端は尖

らない．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1A–D）―体の背面は茶褐色

で，体側から腹面にかけて徐々に淡くなり，腹面は灰褐色

を呈する．体側中央から腹面には，茶褐色の顆粒が散在す

る．胸鰭の基部周辺は黄色がかる．各鰭は褐色半透明で，

軟条部は黄色，基部に近づくにつれて茶褐色が強くなる．

Fig. 1. Fresh specimens collected from the Yubetsu River, eastern Hokkaido, Japan. A–B: female Pungitius tymensis (BIHM0100981, 
55.73 mm SL); C–D: male P. tymensis (BIHM0100982, 55.46 mm SL); E–F: female P. sinensis (BIHM0100980, 51.30 mm SL); 
G–H: male P. sinensis (BIHM0100979, 47.42 mm SL). A, C, E, and G were taken on a black background, while B, D, F, and H 
were taken on a white background.
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背棘は茶褐色で，一部は先端が白い．腹棘と臀棘は黄色で，

茶褐色の顆粒が散在する．腹棘先端は白色．体色は，雌に

比べて雄の方が濃い．

分布　日本およびサハリンに自然分布する（高田ほか，
1984; Takahashi et al., 2016; Dyldin et al., 2021）．日本国内で

は，北海道の石狩川，天塩川，勇知川，クトネベツ川，声

問川，増幌川，猿払川，頓別川，古多糠川，伊茶仁川，標

津川，当幌川，春別川，床丹川，西別川，別当賀川，琵琶

瀬川，別寒辺牛川，釧路川に局所分布する（石城，1967；

高田ほか，1984）．湧別川水系では，環境庁（1982）や財

団法人 リバーフロント整備センター（2001）の記録があ

るが，証拠標本は示されていないため，本研究は湧別川水

系における証拠標本を伴う初めての記録となる．

備考　北海道に分布するトミヨ属魚類は，エゾトミ
ヨの他にトミヨ属淡水型とトミヨ属汽水型が知られて

いる．これら 3種のトミヨ属魚類は，繁殖場所（Tsuruta 

et al., 2008）や求愛行動（Meguro et al., 2016；町田ほか，

2022），巣作り行動（Machida et al., 2022），雑種オスの不

妊（Takahashi et al., 2005）などによって生殖的に隔離され

ている．3種のトミヨ属魚類は，形態が酷似するが，後述

するいくつかの形質を組み合わせることで明確に識別す

ることができる．エゾトミヨは，背棘が短く 9–13（モー

ドは 10）本とトミヨ属淡水型の 8–10（モードは 9）本や

トミヨ属汽水型 9–11（モードは 10）本と比べて多く，鱗

板は不連続で 3–12枚となりトミヨ属淡水型の 7–33（モー

ドは 22）枚やトミヨ属汽水型 15–25（モードは 19）枚と

比べて，3種の中で最も退化的である（Takata et al., 1987；

細谷，2013；後藤，2015）．また，トミヨ属淡水型の鱗板

は変異に富むが，頭部から尾柄部まで連続する場合のみ，

他の 2種と識別できる（Takata et al., 1987）．同所的に生息

する河川では，エゾトミヨが上流域に，トミヨ属淡水型が

中流域に，トミヨ属汽水型が汽水域に分布する（Tsuruta et 

al., 2008）．体色は，エゾトミヨとトミヨ属淡水型が茶褐色

で，トミヨ属汽水型が銀白色である（Takata et al., 1987；

町田ほか，2022）．特に，トミヨ属汽水型の雄の婚姻色は，

下腹部のみが黒色化し腹棘内側が白く，他の 2種の雄は全

身が黒くなる点で識別できる（Takata et al., 1987；町田ほか，

2022）．

北海道東部オホーツク海側の湧別川から得られた 2標

本（BIHM0100981, 0100982）は，背棘数が 11本であり，

鱗板列が 9–12枚で不連続かつ退化的であったこと（Fig. 

1A–D; Table 1）によりエゾトミヨと同定された．一方，同

Table 1. Morphological characteristics of the two species of ninespine stickleback (genus Pungitius) used in the study. The mtDNA 
haplotypes of BIHM0100979 and BIHM0100980 in P. tymensis were identical. Similarly, the haplotypes of BIHM0100981 and 
BIHM0100982 in P. sinensis were identical.

Species P. sinensis P. tymensis
No. BIHM0100979 BIHM0100980 BIHM0100982 BIHM0100981
Sex Male Female Male Female
Standard length (SL; mm) 47.42 51.30 55.46 55.73
Body color Black Yellowish brown Dark brown Dark brown
Counts
Number of dorsal spines 9 9 11 11
Number of lateral plates 35 33 6+6 3+6
Morphology of lateral plate Complete Complete Incomplete Incomplete

Measurements
Eye diameter (ED) 3.88 3.90 4.22 4.55
Dorsal spine length nearest to the dorsal fin (DSL) 3.33 3.46 2.95 2.94
ED/DSL (%) 85.8 88.7 69.9 64.6

Measurements (as % of SL)
 Head length 27.8 24.6 24.7 25.2
 Head width 12.9 10.9 13.9 14.3
 Eye diameter 8.2 7.6 7.6 8.2
 Snout length 6.9 5.9 5.9 5.7
 Interorbital width 2.7 3.3 3.5 3.6
 Dorsal-fin base length 54.0 57.4 62.4 64.9
 Dorsal-fin base length without dorsal-spines 24.3 22.6 26.0 27.1
 Anal-fin base length 23.9 22.4 23.1 26.6
 Anal-fin base length without anal-spine 21.8 20.4 22.2 24.5
 Pectoral-fin length 5.7 5.1 5.4 5.2
 Caudal peduncle length 14.4 14.4 9.3 8.3
 Caudal peduncle depth 2.2 1.9 3.0 2.9
 First dorsal spine length 5.2 4.7 5.3 4.6
 Dorsal-spine length nearest to the dorsal-fin 7.0 6.7 5.3 5.3
 Pelvic-spine length 9.9 10.0 8.3 8.7
 Anal-spine length 5.9 6.3 7.6 6.3
DDBJ accession number LC853221 LC853222 LC853224 LC853223
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所で得られた 2標本（BIHM0100980, 0100979）は，背棘

数が 9本で，雌は黄褐色の体色で，雄の婚姻色は全身が黒

く，鱗板列が 33–35枚で頭部から尾柄部まで連続している

こと（Fig. 1E–H; Table 1）によりトミヨ属淡水型に同定さ

れた．町田ほか（2010）も，湧別川水系において鱗板が連

続するトミヨ属淡水型を採集しており，また本研究で採集

されたトミヨ属淡水型も鱗板が連続したことから，湧別川

水系においては鱗板列の形状によってエゾトミヨとトミヨ

属淡水型を識別することができると考えられる．さらに，

湧別川のエゾトミヨは，尾柄が太く短いことや，尾鰭が円

形であること，腹棘が短く先端が白くなることも，同所的

に生息するトミヨ属淡水型との識別に有効であると考えら

れる．しかし，細谷（2013）が示した背鰭軟条直前の背棘

長が眼径の 58%以下がエゾトミヨで，60%以上がトミヨ

属淡水型という形質は，湧別川水系のトミヨ属魚類の識別

において有用ではなかった．

本研究で決定されたエゾトミヨとトミヨ属淡水型の cyt 

b領域のハプロタイプは，Takahashi et al. (2016)において

決定されたトミヨ属魚類のいずれのハプロタイプとも異

なっていた．また，湧別川のエゾトミヨは，同所的に生息

Fig. 2. A neighbor joining (NJ) tree based on whole mtDNA cytochrome b gene sequences. Vermilion and green bolded tips are haplo-
types from the samples used this study, while the others are those reported in Takahashi et al. (2016). Bootstrap probabilities (BPs) 
for major lineages in NJ tree are shown above the nodes. Different color symbols indicate the seven species of Pungitius and the 
number of individuals. Locality codes and species abbreviations correspond to Takahashi et al. (2016).
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するトミヨ属淡水型と 9塩基が異なるハプロタイプを有し

ていた．このことは，湧別川に生息するエゾトミヨとト

ミヨ属淡水型との間に明確な生殖的隔離が存在すること

を示唆する．しかし，分子系統解析の結果，湧別川のエ

ゾトミヨのハプロタイプは，同所的生息地を含む広範囲

に分布するトミヨ属淡水型のハプロタイプと同クレード

を構成していた（Fig. 2）．トミヨ属淡水型からエゾトミヨ

への mtDNAの異種間浸透は，石狩川水系や天塩川水系で

も生じており（Takahashi and Takata, 2000; Takahashi et al., 

2016），湧別川のエゾトミヨも同様にトミヨ属淡水型から

の異種間浸透を受けていると考えられる．ただし，湧別川

に生息するエゾトミヨが有する cyt b領域のハプロタイプ

は，天塩川水系に生息する個体のもつハプロタイプ（H1-

Pty1および H1-Pty2）と近縁であった（Fig. 2）．このこと

から，湧別川のエゾトミヨは，道北地方から分布拡大し，

その後独自の進化を遂げたと考えられる．

以上のことから，湧別川のエゾトミヨは，これまで知

られてきたいずれの生息地の個体とも異なる遺伝的特徴を

持ち，限定された特異な自然分布パターンを示すため，生

物地理学的にも貴重な個体群である．湧別川周辺河川では，

固有の mtDNAのハプロタイプを持つエゾホトケドジョウ

Lefua nikkonis Jordan and Fowler, 1903の個体群も存在する

ことから（Ooyagi et al., 2018），本地域は北海道の淡水魚

相形成史を明らかにするためには，非常に重要な地域と言

える．そのため，今後は湧別川周辺の河川についても，エ

ゾトミヨの分布について調査を行う必要がある．また，本

研究では，核遺伝子について調査することができなかった．

今後，一塩基多型を用いたゲノムワイドな解析などによっ

て，より詳細な調査が進むことを期待したい．
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